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今回の目玉でもある、全員参加型討論会のテーマは「業界の未
来に向かって自らできることを考えてみよう！」グループディス
カッション形式で2時間30分の大討論会を開催いたします。 ぜ
ひ多くの会員のご参加をお待ちしております。 詳細と申し込み
は同封のリーフレットと参加申込書をご覧ください。

関連部会が企画・運営する「ストーンアシスト」展示会を上記の通り開催すること
が決定しました。 今回で3回目となるストーンアシストですが、関連部会に所属す
る企業が「石屋さんを元気にさせよう！」のスローガンのもとさまざまな企画を施
し、会員のみなさまをお迎えいたします。
出展企業の新製品や売れ筋商品の展示紹介はもちろんのこと、今回は第2回目（昨
年11月の大阪開催）以上にパワーアップさせ、キーワードを「石材店に役立つ勉強
会」とし、セミナーなどを充実させる予定です。
現在、関連部会内のSA実行委員会が、企画や運営を計画中です。 詳細が決まり次
第、みなさまには招待状を送付させていただきます。
恒例行事となりました当会ならではの専門展示会、「ストーンアシスト2017 in 
Tokyo」開催にご期待ください。 ［関連部会長 竹ノ内壮太郎］

速報！

2017年6月22日(木)
第一ホテル東京シーフォート

＊総会は2016年度決算・事業報告、2017年度予算・事業計画について審議し
ていただきます。協会運営のため、会員が議決権をもって参加する意義のあ
る総会ですのでご出席ください。（出欠にかかわらず委任状は必ずご提出く
ださい。）

SA in Osaka セミナー

第8回
定時総会2017 

2017年6月23日(金)
CIVI研修センター秋葉原（JR秋葉原駅近く）

2017年度ストーンアシスト展示会は
6月に東京で開催することが決定!

「ザ・討論会」

SA in Osaka 会場風景



新 入 会 員 紹 介
会員数：1,239名
（2017.2.14現在）
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東北地区全体会議
in 宮城
2017年2月16日(木)～17日(金)
宮城県仙台市 ホテルグランテラス仙台国分町10階
東北地区の支部活性化と会員相互の交流を目的として２年に１度
開催しております。 前回は参加人数が少なかったため、開催時期・
場所を考慮し、各支部長から会員へ積極的に声掛けし、動員活動を
展開しました。 その結果、参加数計画50名に対し、前回の2倍近く
60名強の登録をいただくことができました。
開会セレモニーでは、射場会長より今夏開催のジャパンストーン
ショーへの出展及び参加依頼、白木副会長から墓石の公正競争規
約について説明をいただきました。 記念講演では仏教墓塔研究会
会長・福原堂礎先生より「これがお墓の本質だ！！～今こそ墓石店
の存在意義を見つめ直そう～」をテーマにご講演いただきました。 
会員企業の今後の営業活動や経営の一助となったと思います。 そ
の後の懇親会にも50名を超える参加者で、支部や業界を越えて交
流を図ることができました。 翌日は17名の参加で、仙台城や伊達
正宗公が眠る霊屋・瑞鳳殿視察研修を行いました。
東北のこの時期としては気温も高く天候にも恵まれ、事故怪我も
なく無事終了することができ
ほっとしております。 次回も
「お墓をもう一度、人が欲し
がるものにする」ためにはど
うすればよいかを念頭に、会
員のためになるような全体
会議を企画してまいります。
［東北地区長 瀬川賢孝］ 福原堂礎先生による記念講演の様子

鳥取県支部

沖縄県戦没者慰霊碑
「因伯の塔」の清掃
2017年2月2日（木）～４日（土）
沖縄県糸満市 平和祈念公園
3日間の日程で沖縄県戦没者慰霊碑の因伯の塔の清掃、補修を行いました。 
会員8名が参加して高圧洗浄機での洗浄、コーキングで目地を補修し敷地
内を清掃しました。 最後に慰霊碑に線香を手向け、戦没者の安らかな眠り
を祈りました。 その後、沖縄県の墓地を見学して夜は沖縄県支部と交流会
を行い有意義な時間を過ごしました。 今回沖縄県支部のご協力をいただ
き、お世話になり有り難うございました。 また、鳥取県支部では、2017年度
開催予定の中国四国地区大会に向けて結束を深めるいい事業になったと
思います。 ［鳥取県支部 上田隆司］

会員代表：片桐真樹
設立：昭和55年4月
業種：関連

学校法人駿河台南学園
駿台トラベルアンドホテル専門学校

東京都

会員代表：麻生雄一
設　　立：平成元年3月
業　　種：採石

佐賀県
㈲七山石材

会員代表：杉本俊二
設　　立：昭和62年7月
業　　種：墓石

富山県
㈲杉本工業所

北海道支部

「幸フクロウ」in
さっぽろ雪まつり
2017年2月6日（月）～12日（日）
北海道札幌市 大通公園
約250万人が見物する冬のイベントさっぽろ
雪まつり（第68回）が開催されました。
そのひとつに市民雪像製作があり、応募抽選倍
率10倍と申込が殺到する中、北海道支部として
雪像製作の権利を見事引き当てました！ そし
て毎年実施している、支部事業（児童養護施設
にフクロウの彫刻品を寄贈する）幸フクロウ
（サイズ2ｍ×2ｍ）を製作しました。 製作期間
は5日間と限定される中、支部会員が協力して
製作し、3日間で完成、その後は各マスメディアにも取り上げられ、日本石
材産業協会をPRすることも出来ました。
想像以上に雪は固く手こずり、途中で雪まつりではなく「氷祭りだ！」と冗
談を言いながらも、和気藹藹と一致団結して製作し、とても楽しく良い経
験が出来たのではないかと思います。
来年度も賞を取ることを目標に置き、ぜひ再チャレンジしたいと思いま
す！！ ［北海道支部企画活力化推進チーム 赤澤恭一］



2017年1月28日（土）～29日（日）　
岡山県笠岡市
北木島宿泊研修所【石切りの杜】

日本の石材業10年後、未来を考える「シナリ
オ・プランニング」合宿ワークショップを全
国から10社・20名の参加者で実施しました。
１日目は、過去を振返り、業界に影響を及ぼ
すデータを検討しながら、ベースになる比較
的確度の高い未来のシナリオを作成。 ２日目
は、早朝から「ご来光に向かって石材業の未
来の輝き」を祈念し、重要かつ不確定な要因
の軸をグループごとに抽出し、どのような可
能性が起こりうるかのシナリオを検討、コ
ラージュにして発表しました。
今後、シナリオ・コアチームで出現した多数
の可能性を整理しつつ、議論を重ねまとめて
参ります。［関連部会長 竹ノ内壮太郎］

シナリオ・プラニング合宿
in北木島

2017年2月25日（土）
熊本市 ㈲西嶋石材工業内

九州地区と熊本県支部の強力なサポートの
もと、現場対応力を養い日々の業務に役立て
てもらうことを目的とし、加工、採石・原石、
関連3部会合同事業として、震災被害から
10ヶ月経った熊本県で開催しました。 遠く
北海道からの参加もあり、28名が受講され
ました。
午前中の座学講習は藤栄研材工業㈱玉置氏
による「接着剤と補強施工の基礎知識」で、地
震対策への知識を深め、午後は「現場におけ
るカケの補修・研磨」実技講習を実施しまし
た。 ㈲三野石材店提供の「青木石」を使用し
電動グラインダーで丸面取研削を行い、三和
研磨工業（株）製「きらら電動タイプ」で手磨
き研磨の実習です。 受講者は熱心に、真剣に
参加され、綺麗に仕上げられていました。
ご参加のみなさま、そしてサポートいただき
ましたみなさま、本当にありがとうございま
した。 来期は、よ
りグレードアッ
プして京都で開
催予定です。 今
後とも宜しくお
願い申し上げま
す。 ［加工部会
長 大川弘展］

第7回石材加工講習会
in 熊本

去る1月31日、KBS京都ラジオにて、石工男
子プロジェクトが紹介され、約10分、生電話
でのコーナーに出演させていただきました。
パーソナリティは笑福亭晃瓶さん。 お話の
中で、「石工男子と実際に触れあう機会を
作ってほしい」とのご意見をいただきまし
た。 石工男子エントリーのみなさま、地元メ
ディアへのプレスリリースは今がチャンス！
ジャンジャン
取 材 を 呼 ん
で、あなたの技
術や会社を紹
介していきま
しょう！
詳しくは石工
男子プロジェ
クト担当まで！

石工男子プロジェクトが、
KBSラジオに
取り上げられました！

実は私、高校卒業後なんのあてもなく中国へ留学し帰
国後、19歳の時友人の紹介で墓石業界へ足を踏み入
れ、早くも業界歴24年になりました。 振り返ると、当時
は右も左もわからずとも、墓石加工ができて中国語が
しゃべれる存在は希であったがため、難なく仕事をこな
していたと思います。
しかし、昨今の墓石需要の低下は危機感を感じます。  今
更、原因を探っていても明確な答えはでないしょう。 で
すが、このままでよいのでしょうか？
そこで、｢日本人1億3千万人総お墓参り｣という夢を持
つようになりました。 壮大過ぎるかもしれませんが、少
なくともお墓参りをする人が増えれば自ずと墓石産業
も活気を帯びるのではないでしょうか。

香川県
(有)翼石材

青木秀敏さん

日本全国民
1億3千万人がみんな、
｢お墓参り｣習慣を
持つことを目指して

伝統の技術を継承した石工男子が、心を込めて採掘す
る大島石。　
大島石は和型の墓石もいいし、流行の洋型にしてもす
ごくカッコいい。 文字彫刻は墨を入れても映えるし、入
れなくても本磨きとの対比が生まれて素敵だ。 すっき
り清らかな印象の本磨きは、お参りをするときに心を
清め引き締めてくれる。
日本中のどんな風景にも馴染む佇まいをみせる大島
石。そんな素材をどう料理し提供するか。 今こそ私たち
石材業界の腕の見せ所である。
みなさまとのネットワークを駆使し、大島石を新たな
ステージへ。 そして日本全国へ。 それが私の夢です。

愛媛県
(有)山西石材

小田和比古さん

大島石を、
47都道府県
すべての方へ。
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・石工男子 tumblr 更新しました！
  カテゴリ別で検索しやすくなりました。
・「石工男子 在籍店ステッカー」完成！
  エントリーの登録店にお送りします。
・石工男子 オフィシャルフォトブック完成！
  見たい方は事務局までご連絡ください。

地元メディアの取材を呼ぶのは
今がチャンス！

石工男子 在籍店ステッカー

こ
の
想
い
を
夢
の
バ
ト
ン
に
託
し
て
、出
来
る
だ
け
多
く
の
人
に
手
渡
し
た
い
。



お墓ディレクター資格の更新手続きは、
もうお済みですか？
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編集者：広報委員 坂口 登

石産協通信同封サービスを行っています。 自社の宣伝にご利用
ください。（詳しくはHPまたは事務局まで）

NEWS
お墓ディレクター

3月15日（水）
3月24日（金）
4月6日（木）
4月26日（水）
5月17日（水）

委員会・
部会活動

「お墓ディレクター資格」の有効期間は5年です。
今年度の更新対象者（1・2級共通）
　・第9回お墓ディレクター検定試験合格者
　  ※１回目の更新（認定番号が11－で始まる方）
　・第4回お墓ディレクター検定試験合格者
　  ※２回目の更新（認定番号が06－で始まる方）
期日までに、更新必要書類を返送されない場合は、更新
の意向が無いものと判断し資格失効となります。 救済措
置はございませんのでくれぐれもご注意ください。

●更新申請期限日：2017年3月31日（金）
　当日消印有効。 期限を過ぎたものは受付けされません。
●更新料：3,000円
■更新申請書：写真・郵便振替払込受付証明書を貼付
■１級→課題レポート400～800文字程度にまとめたもの
■２級→解答用紙：更新用問題の解答を記入済みのもの

お墓ディレクターロゴマークが自社ホームページや名刺などでご利用いただけるようになります。 ご希望の
方は申請書の提出が必要です。 詳しくは近日中にホームページで発表しますので、しばらくお待ちください。

東京都
東京都
東京都
東京都
東京都

建築環境部会
次世代共育委員会
広報委員会
お墓ディレクター委員会
総会実行委員会

お墓参りの良さ、楽しさ、想いが表現された写真を日本全国から一般
公募する写真コンテストです。 より多くの応募があるよう、会員から
消費者へのお声がけをお願いいたします。 （フォトコン紹介パンフ
レット同封）

「お墓は、幸せのシンボル！」
フォトコンに協賛

東京都4月25日（火）

事業案内 2017 2017年3月～6月
当会ホームページリニューアルにカレンダーが表示されています。

2017年度第1回正副会長会議
東京都5月17日（水）

2017年度第1回理事会

東京都6月22日（木）
第8回定時総会

東京都6月23日（金）
ストーンアシスト in Tokyo

2017年8月23日（水）～25日（金）
東京ビッグサイト 東5ホール

運営委員会では会員をはじめ、
石材店の役にたつセミナー、石
材業PRのためのイベントを構
成しています。 詳細は決定次第
プログラムを送付予定です。

ジャパンストーンショー
2017

※申請書の再発行は送料をご負担いただきます。
※住所変更等、登録内容に変更が生じた際は速やかにご連絡ください。

◎販売終了のお知らせ

事務局からのお知らせ

◎メールアドレス登録のお願い

【対象書籍】
● 墓石用石材規格カタログ
● 石材店に行く前に読む本 ～お墓選びは石材店選び～
● お墓物語 ～お墓にまつわるエピソード集～
● お墓物語その二 ～お墓にまつわるエピソード集～
在庫がなくなり次第販売終了。 現在、若干在庫がございます、購入
の方は事務局までご連絡ください。

協会事務局からのお知らせは、一斉メールを使用しています。 迷惑
メール扱いにならないよう、office@japan-stone.orgを登録してく
ださい。 また、1月末日に会社登録内容の確認書を郵送しています
のでメールアドレスの変更がある方は事務局までご連絡ください。

あの大震災から６年がたちました。 この法要は、仙台仏教会が中心と
なって「全日本仏教会、東京都仏教連合会、ＰＲＡＹ ｆｏｒ （ＯＮＥ）」が
協賛し、2月26日に被災地でもある仙台市の照徳寺において執り行わ
れました。 震災発生時刻の黙とうでは、すすり泣く声が多数聞こえ、
まだまだ心が癒されていない現状
を垣間見ました。 加えて、法要に参
加された方々が一生懸命「祈り鶴」
を折り、願う姿はこうした他の行事
では決して見られない光景です。今
一度、被災された方々に、どうやっ
て寄り添っていくのか？考えていく
必要性を感じた法要となりました。

〔
提
出
書
類
〕

東日本大震災七回忌法要

当会は、チャイルドラインの
活動を応援していきます！！

チャイルドラインは、18歳までの子ども専用電話です。 
全国約２千人のボランティアが毎日500件以上、年間20
万件以上の子どもの声を受け止めています。 電話の内容
は、人間関係から雑談、いじめ、恋愛など様々です。 「死ぬ
のが怖いどうしたらいいのか」といった心の問題の電話
もあります。
当会は、こうした活動に協賛し、応援
して行くこととしました。 この年代
の子どもたちに「命の大切さ」を伝え
て行くことが未来の供養業界にとっ
て重要だと考えているからです。
http://childline.or.jp/index.html

「お墓100年プロジェクト『お墓は幸せのシンボル』お墓参りフォトコンテスト」受賞作品▶
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